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Many micromanipulation devices are developed to aim at the biotechnology, medicine and so on. 

However, researchers of the devices cannot easily obtain information on those fields because they 
are almost the mechanical engineers. The Mie Prefectural Science and Technology Promotion 
Center is a local public institute. It has 5 research divisions besides the industry. This report shows 
the investigation of the micromanipulation works seen in each division. 
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１．諸言 
近年，バイオテクノロジーやナノテクノロジー

の発展に伴い，顕微鏡下で物体を操作する微細作

業技術 1)～4)が注目されている．この分野の発展の

ためには，バイオ，医療，材料など幅広い産業分

野でのニーズ情報と，メカトロニクスを中心とす

る機械分野のシーズ情報を融合することが重要で

ある．しかし，マニピュレーションデバイスの多

くの研究者はロボット工学や機械工学を専門とし，

必ずしもそれら応用分野の情報に詳しい訳ではな

い．そこで，様々な分野の現状とニーズ情報及び，

微細作業デバイスに要求される機能の整理が望ま

れている． 
本報では，顕微鏡下領域を対象とした微細作業

をキーワードに，様々な分野の現状とニーズ情報

の整理を試みた．また，著者らが所属する三重県

科学技術振興センターで見られる微細作業事例を

調査し，それらの特徴をまとめ，微細作業デバイ

スに要求される機能を整理した． 
 
 

２．微細作業と調査対象 
 図 1 は，横軸に長さスケールを常用対数でとり，

自然物などの大きさを比較したものである．図の

下部にはそのスケールをハンドリングする代表的

なデバイスを示しているが，一般的な産業で取り

扱われているワークサイズは，せいぜい 10-3～102 
(m)程度の限られた領域であることがわかる．これ

以外の領域，即ち 10-3 以下の微小な領域は，近年

研究が活発なバイオ，医療，材料などのワークス

ケールであり，近い将来非常に大きい市場が生ま

れるものと考えられる．微細作業技術はこのスケ

ールを取り扱うハンドリング技術の総称である． 
図 1 の左半分に描かれるような顕微鏡で観察さ

れるようなワークサイズの世界では，重力の影響

を受ける質量などの体積効果（長さの 3 乗に比例）

に比べ，液架橋力や分子間力などの表面効果（長

さの 2 乗に比例）が支配的となる．そのため，顕

微鏡下で物体を操作するには，微小世界の物理特

性に応じた機能を持つ微細作業デバイスが必要で

あると考えられている 1)～3)．しかしながら，微小

世界での物理特性は研究されているものの，具体

的に実施されている作業に基づき，デバイスの要

求仕様がまとめられている例は見当たらない． ＊ 金属研究室 研究グループ 








